
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
を

取
り
巻
く
課
題

2
0
2
5
年
1
月
28
日
に
埼
玉
県
八
潮

市
で
発
生
し
た
道
路
陥
没
事
故
は
、
社
会

全
体
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
巻
き
込

ま
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
方
が
亡
く
な

り
、
約
1
2
0
万
人
の
方
々
が
下
水
道
の

使
用
に
制
限
を
受
け
、
全
面
復
旧
に
は
5

年
以
上
を
要
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
の
調
査
か
ら
、
事
故
は
主
に
下

水
道
管
の
老
朽
化
と
腐
食
に
起
因
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る）

1
（

。
高
度
経
済
成
長

期
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
の

状
況
は
今
後
20
年
間
で
さ
ら
に
深
刻
化
す

る（
図
1
）。
そ
の
対
応
の
必
要
性
も
こ
れ
ま

で
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回

の
事
故
は
改
め
て
イ
ン
フ
ラ
機
能
の
喪
失

が
私
た
ち
の
生
活
に
与
え
る
影
響
の
大
き

さ
、リ
ス
ク
の
大
き
さ
、そ
し
て
対
応
の
難

し
さ
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
へ
の
対
応
は
な
ぜ

難
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
多
く
の
人
が
指
摘

す
る
そ
の
要
因
は
、
財
源
の
不
足
と
人
材

の
不
足
の
2
点
に
集
約
さ
れ
、
そ
の
背
後

に
は
わ
が
国
の
人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な

い
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
特
に
こ
れ
ら
の

問
題
は
イ
ン
フ
ラ
の
多
く
を
管
理
す
る
市

区
町
村
に
お
い
て
深
刻
で
あ
る
と
さ
れ
て

お
り
、
従
来
の
維
持
管
理
形
態
の
継
続
は

限
界
に
来
て
い
る
と
い
う
論
調
も
あ
る
。

「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
か
ら

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
へ

わ
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
を
取
り
巻
く
こ
う

し
た
課
題
の
中
で
も
社
会
を
持
続
す
る
た
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メンテナンスからマネジメントへ
From maintenance to management 
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特
集

ABSTRACT
The January 28, 2025 road cave-in in Yashio 
City, Saitama, shocked Japan: a truck driver 
died, about 1.2 million people faced sewer-
age restrictions, and full restoration will take 
over fi ve years. Caused mainly by an aged, 
corroded sewer pipe, it showed how severely 
lost infrastructure function affects daily life. 
Infrastructure from the rapid-growth era will 
age further over the next two decades, while 
funding and personnel shortages under pop-
ulation decline hinder responses --most 
acutely in municipalities, which manage 
most facilities.Hence a shift is under way 
from "maintenance" --inspection, repair, and 
renewal --to strategic "management," ex-
tending to facility consolidation, reorganiza-
tion, and the design of regional futures, in 
debates that reach beyond civil engineering. 
The feature opens with a cross-disciplinary 
dialogue, an introduction to strategic man-
agement of regional infrastructure groups, 
and a government -industry -academia dis-
cussion on sewerage. It then presents techno-
logical (AI, robotics) and institutional (joint 
support for municipal practice, workforce 
development) initiatives, closing with col-
umns prepared with JSCE's "Infrastructure 
as Our Own Matter" committee on taking 
ownership of the problem. 



め
、
点
検
・
修
繕
・
更
新
か
ら
な
る
従
来

の
イ
ン
フ
ラ
の
「
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」
か
ら
、

施
設
の
集
約
や
再
編
、
地
域
の
将
来
像
の

設
計
な
ど
を
含
む
形
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

戦
略
的
に
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
す
る
と
い
う

考
え
方
へ
の
変
革
が
進
ん
で
い
る）

3
（

。

イ
ン
フ
ラ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
は
、

新
技
術
を
活
用
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務

効
率
化
と
生
産
性
向
上
、
広
域
的
・
分
野

横
断
的
な
イ
ン
フ
ラ
管
理
の
連
携
と
い
っ

た
内
容
だ
け
で
な
く
、
行
政
の
在
り
方
や

日
本
経
済
全
体
と
の
関
係
な
ど
、
土
木
の

境
界
を
越
え
る
形
で
議
論
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
実
現
に
は
、
個
人
・
地
域
・
社

会
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
限
界
を
踏
ま
え
た

判
断
が
求
め
ら
れ
る
。

特
集
の
構
成

本
特
集
で
は
、こ
の
よ
う
な
「
イ
ン
フ
ラ

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
の
問
題
に
対
し
て
最
前

線
で
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
か
ら
議
論
や

寄
稿
を
い
た
だ
く
。

特
集
の
前
半
は
総
論
的
な
内
容
を
扱
っ

て
い
る
。
ま
ず
、イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
を
取

り
巻
く
現
状
と
課
題
、
将
来
像
に
つ
い
て
、

土
木
分
野
内
外
の
専
門
家
に
議
論
い
た
だ

く
。
次
に
、
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お

け
る
中
核
的
な
戦
略
の
一
つ
で
あ
る
「
地

域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
群
マ
ネ
）
」
に
つ
い
て
、
そ
の
考
え
方
や

具
体
的
な
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
い
た
だ

く
。
さ
ら
に
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

下
水
道
分
野
の
現
状
と
将
来
像
を
産
官
学

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
議
論
い
た
だ
く
。

特
集
の
後
半
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
戦
略
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
、
技
術
と
制
度
の
二
つ
の
視
点
か
ら
紹

介
す
る
。
技
術
的
な
側
面
か
ら
は
、
Ａ
Ｉ

が
変
え
る
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
の
在
り
方

の
将
来
像
と
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
用
い
た
イ
ン

フ
ラ
管
理
技
術
事
例
に
焦
点
を
当
て
る
。

制
度
的
な
側
面
か
ら
は
、
状
況
が
厳
し
い

地
方
自
治
体
を
対
象
に
、
市
町
村
実
務
を

支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と
人
材
育
成
の

取
り
組
み
を
紹
介
い
た
だ
く
。

特
集
の
最
後
に
は
、
八
潮
市
の
事
故
を

契
機
に
土
木
学
会
に
設
置
さ
れ
た
「
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
&
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

た
め
の
オ
ー
ル
土
木
学
会
と
り
く
み
検
討

会
」（
通
称
「
イ
ン
フ
ラ
自
分
ご
と
検
討

会
」
）
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
の
問
題
と
そ
の
「
自
分
ご
と
化
」
を

巡
る
議
論
に
つ
い
て
、
土
木
分
野
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
専
門
家
に
紹
介
い
た
だ
く
。

老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
へ
の
対
応
は
、

土
木
分
野
の
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
向
き
合
う
べ
き
課
題
で

も
あ
る
。
技
術
者
・
研
究
者
と
し
て
、
ま

た
一
市
民
と
し
て
、
こ
の
難
し
い
問
題
に

つ
い
て
読
者
が
考
え
を
巡
ら
せ
る
こ
と
に

本
特
集
が
寄
与
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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注1）建設後50年以上経過する施設の割合については、建設年度不明の施設数
を除いて算出／注2）2024年3月時点／注3）建設年度不明の施設数を含む／注4）
国：堰、床止め、閘門、水門、揚水機場、排水機場、樋門・樋管、陸閘、管理橋、
浄化施設、その他（立坑、遊水池）、ダム。独立行政法人水資源機構法に規定す
る特定施設を含む。都道府県・政令市：堰（ゲート有り）、閘門、水門、樋門・樋管、
陸閘等ゲートを有する施設及び揚水機場、排水機場、ダム／注5）公共の港湾施
設のうち、海上物流に資する主要な施設。

図1　 建設後50年以上経過する社会資本の割合（2）




